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●
1 概 要

本 装置 は2次 元 ア ダマー ル変 換(FHT)を 用い て画像 の改 善(ノ イズ 除 去 、

輪 郭 の 強調 、 コ ン トラス トの 改善 等)を 行 う装置 で以 下 の特 徴 を有 す る。

(1)ア ダマー ル 変換 お よび逆 変 換 に伴 う演 算 処 理 はハ ー ドウ ェア で行 うため 高

速 処 理 が実 現 で き る。

0512ポ イ ン トFHT1.35ms

b512×512ポ イ ン ト2次 元FHT700ms

o画 像 フ ィル タ リン グ2s

(2)重 み づけ デ ー タ は種 々 の分 画 モ ー ドが用 意 され てい る。 分 画 線 は キー ボ ー

ドよ り任 意 に入 力 で き る。

(3)重 み づけ 演算 は専 用 の16ビ ッ ト乗 算 器 を もっ てお り、1画 素 当 り500

nsで 実 行 で きる。

(4)演 算 過 程 で1次 元FHT毎 に ブ ロ ック フ ロー テ ィン グ演 算 を行 い有 効数 字

の確 保 に努 め てい る。

(5)ビ デ オ信号 の入 出力 装 置 及 び ビデ オ メモ リが 内蔵 され て い るの でモ ニ タ し

な が らフ ィル タ リン グ が行 え る。

①

②

③

④

⑤

2.1構 成

2次 元FHT装 置

ビデ オカ メ ラ

TVモ ニタ

BNCコ ネ ク タ

画像 メモ リ

●2 シ ス テ ム 構 成

台1

台1

台1

台1
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2.2

AC100V

シ ス テ ム 図

ビデオカメラ

・次元… 装置+一 一 停

醜,モ,ト_r「
*1＼

_ノ

テレビモづ

i
L________________

パ ー ソ ナ ル

コ ン ピ ュー タ*2

*1は オ プ シ ョ ン

*2は 評 価 用 デ バ グ 装 置
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●
3 各 部 の 説 明

5.1ブ ロ ッ ク 図

ビデオカメラ TVモ ニ タ

「 一 一 一 一 一 一 一 一 「

パ ー ソ ナ ル1

・ ン ピ.一 夕1

1

/

「 一"⊥ 一

T" 一

..

RS232C

イ ン ターフ ェイス

T
--

!

|
ビ デ オ 変 換 ボ ー ド

1

キ ー ボ ー ド

デ ィス プ レイ

FHTコ ン トロ ー ル ボ ー ド

FHT演 算 モ ジ ュール

一.

一 ー 一 一 ー

|

|
|

一 一 ー 一 一

1
1
|
1

高 速 デ ー タ

メ モ リー ボ ー ド
画 像 メ モ リ

L________」

電源

5V10A

～

2次 元FHT装 置

5.22次 元FHT装 置

(1)FHTコ ン トロー ル ボ ー ド

シ ー ケ ン ス コ ン ト ロー ル(CPUボ ー ド)、FHT演 算 モ ジ ュ ー ル(FH

lTALUボ ー ド)、 デ ー タ ・ モ リー ア ン ドレ ス ジ ・ ネ レー 久 重 み づ け 演

算 装 置(FHLMULボ ー ド)の3枚 の ボー ドよ り構成 され て い る。

一3一



(2)高 速 デ ー タ メ モ リー ボ ー ド

512×512×8ビ ッ ト(256KB)、 サ イ ク ル タ イ ム100nsの

ボ ー ド2枚 で 構 成 さ れ て い る 。 画 像 メ モ リ以 外 にFHT各 ス テ ップ の テ ン ポ

ラ リー デ ー タ メ モ リ と し て も機 能 す る。

(3)ビ デ オ 変 換 ボ ー ド

10MHzの 変 換 速 度 と8ビ ッ トの 変 換 精 度 を 持 つ 高 速A/D、D/A変 換

器 と ビデ オ カ メ ラ、TVモ ニ タ の 同期 等 を行 うビデ オ コ ン トロー ル よ り構 成

さ れ る 。

(4)RS232Cイ ン タ ー フ ェ イ ス

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ と信 号 交 信 す る イ ン タ ー フ ェイ ス でCPUボ ー ド

に 含 ま れ る。

(5)前 面 パ ネ ル 部

電 源Sw、 キ ー ボ ー ド(15キ ー)、 液 晶 デ ィス プ レ イ(40桁2ラ イ ン)

よ り構 成 さ れ る 。

(6)電 源

5V10A定 電 圧 電 源

(7)コ ン ソ ー ル

(1)～ ⑥ の 全 て を 実 装 し 、 ビ デ オ カ メ ラ 、TVモ ニ タ と接 続 す る た め の 同 軸

端 子 及 びRS232Cコ ネ ク タ を 持 つ 。 ま たAC電 源 は ヒ ュ ー ズ を介 し て 直

i接ACコ ー ドが 出 て い る 。

5.ろ

品 名

撮 像 管

レ ン ズ

ビ デ オ カ メ ラ

WV1500(松 下 電器 製)

2/3ビ ジ コ ン(Min照 度3Lux)

FF16S
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3.4

品 名

サ イ ズ

4.1

TVモ ニ タ(モ ノ ク ロ)

WV5360(松 下電 器 製)

9イ ンチ

4.操 作

前 面 パ ネ ル 図

方 法

イレプス

晶

イ

液

デ

電源SW
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4.2

VTR、

カ メ ラ入 力

コ ネ ク タ

TVモ ニ タ

出 力 コ ネ ク タ

サ ー ビス

コ ン セ ン ト

ヒ ュ ー ズ

後 面 パ ネ ル

フ ァ ン

ビデォ

カ ＼

○。～

ト

VIDEO

IN＼十〇

〇UT

～十〇

一 一 一

ー 一
GPIBRS232C

6

㌣

X＼ ㌧・一コ ネ ク タ

4.5操 作 方 法

4.5.1イ ニ シア ル 状態

電 源 オ ン時又 は 以 下 に説 明 す る各 モ ー ドの実行 が終 了 した 時 の状 態 であ る。

表 示

4.5.2

Dモ ー ド設 定

。キ ー 操 作

MODESELECTlTO9

国
(国 は点滅)

ビデ オ信 号 入 力 モ ー ド

同 一[画

一6一



。表 示

START?国

iDモ ー ドの実 行

・キー操作[重 日

。機能VTR又 は ビデ=才力メ ラ よ りの1面 面 分 の信 号 を高 速 デ ー タ メ

fモ リー に取 込 む'

。表示

END?[刃

iiDモ ー ドの 終 了

・キー操作[亟 コ

。機能 イ ニシ アル 状 態(表 示)に な る。

4.5.5水 平 方 向FHTモ ー ド

Dモ ー ド設定

・キ操 作 同 一[唖

。表 示

ii)

・ キ ー 操 作

。機 能

START?回

モ ー ドの実 行
.

㊥ ・ …

前 記 ビデ オ信 号 入 力 モー ドに て取 込 んだ一 画 面 分 のデ ー タ を垂

直 方 向 に高 速 ア ダマ ール 変 換 を実 行 す る。

終 了 す れ ば イ ニ シ アル状 態 にな る

一7一



4.3.4垂 直 方 向FHTモ ー ド

i)モ ー ド設 定

・キ噸 作 同 一[亟

。表 示 FHT-2

START?区]

ii)モ ー ドの実 行

・キー操作 匝]

。機 能 前 記 ビデ オ信 号 入 力 モー ドに て取 込 んだ 一 画 面 分 の デー タを垂

直 方 向 に高 速 ア ダマ ー ル変 換 を実 行 す る。

終 了 す れば イ ニシ アル状 態 に な る。

4.5.5重 み づ け モ ー ド

Dモ ー ド設 定t

・キ操 作 国 一[亟1

。表 示 WEIGHT－

SELECT?国

iD分 画 モ ー ド設 定

。キ ー操 作
回(・-1～ ・)一[亟 コ

。表 示 WEIGHT-1

A1?国
(n=1の と き)

。機 能 下 記 モ ー ドに設 定 さ れ る

竺二 ・-X-Y:麺 区画一 ・

2二X-Y対 称S区 画 モ ー ド

ー8一



n=3～X-Y非 対 称R区 画 モ ー ド

4～X-Y非 対称S区 画 モー ド

5～ 域 値 追 跡 区 画 モ ー ド

6～ ラ ンダ ム重 み モ ー ド

iii)重 み デ ー タ の入 力

a>入 力

。キ ー 操作 テ ンキ ー(3ヶ タ)→ ENT

。表 示 WEIGHT-n-A,× × ×

A2?国 じ二1はチンキつ

A1～A4はX方 向

ア ドレスデー タ(0-511)

WEIGHT-n-A,〉 ◇◇〈,〉〈>Q〈,〉◇◇〈,〉ぴ×

B1?国

B1～B4はY方 向

ア ドレスデ ー タ(0-511)
.

分画モー ド

3.4の 場合

のみ

WEIGHT-n-A,× ××,〉◇◇<,×OO〈,〉◇◇<－B>◇ ◇〈,>or×

×××・×××・EO?図

EO～E4は 重 み デ ー タ

(0-255)

WEIGHT-n-A,× ××,>c>〈×,xx×,〉 ◇◇〈,-B,× ××,〉◇◇〈

×××,× 〉◇〈,-E,〉 ◇◇〈,〉◇◇<,>oo〈,XX×STRAT?国

b)実 行

。キー 操 作 画
一9一



。機 能 各 モ ー ドの重 み デ ー タ に従 って重 み マ ップを デ ー タ メモ リ

ー 上 に作 成 す る。 終 了 す れ ぽ イ ニ シ ア ル状 態 にな る。

4.5.6デ ー タ伝送 モ ー ド

i)モ ー ド設定

・キ噸 作 同 一[亟

。表 示 RS232C－

DATA,IN(0),OUT(1)?匡]

iD入 力/出 力 モ ー ドの設 定

・キ操 作 回 ・・ロ ー[亜 目

。表 示 RS232C-IN-

HORIZONTAL(0),VERTICAL(1)?[ヨ

入力の(

場 合)

。機 能0～ 入 力 モ ー ド

}と な る
1～ 出力 モ ー ド

liD水 平/垂 直 デ ー タ伝 送 モ ー ド

・キー操作 回 ・・団 一 図

。表 示 RS232C-IN-H-

LINENO(0～511)?国
(水 平の場合)

。機 能0～ 水平 デー タ伝 送 モ ー ド

}と な る。
1～ 垂 直 デー タ伝 送 モ ー ド

iv)ラ イ ンア ドレス デー タの入 力

・キー操作[i≡ ≡ ヨ(・ 一…)一[亟 司

。表 示 RS232C-IN-H-× ××

START?区1

× × ×は ライ ン

ア ドレスデ ー タ

ー10一



。機 能

V)実 行

。キ ー 操作

・表 示

D

。表 示

ii)実 行

・キー 操作

。表 示

。機 能

所定 モ ー ドの ライ ンア ドレス デー タ が入 力 され る。

画

RS232C-IN-H-× × ×

ア ン ソ ー エ ラ ー

・機 能 各 モ ー ドに従 った ライ ンデ ー タがRS232Cイ ンタ ー フ

ィ ス を介 して入 力又 は 出力 され る。 伝送 エ ラー が発 生 した場

合 は そ の 旨表 示 され る。

実 行 終 了 又 は 伝送 エ ラー が発 生 して か ら3秒 後 に イ ニシ アル

状 態 とな る。

4.5.7モ ニ タ 出力 モ ー ド

モ ー ドの設 定

・キ操 作 固 一 画

面

OUTPUT

START?回

OUTPUT

END

実行 中である
()
ことを示す

伝送 エラーで
()
あることを示す

工

デづ.モ,一 の内語 ビデオデー 知 変換 。てTVモ ータ

ー11一



へ 出力 す る。

iii)モ ー ドの 終 了

。キ ー 操 作

・機 能

國
イ ニ シ アル 状 態(表 示)に な る。

5.一 般 仕 様

(1)電 源 電 圧

(2)消 費 電 力

(3)使 用 温 度

(4)保 存 温 度

(5)耐 湿 度

(6)重 量

AC100V±10%

80VA

O～50℃

-15℃ ～75℃

20%～90%RH

12Kg

50/60Hz

－12一
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